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“水・土・緑”のスペシャリストを育成します。

岡山大学環境理工学部環境管理工学科

〒700-8530 岡山市北区津島中 3-1-1

(最寄り駅：JR岡山駅)

TEL：086-251-8888

環境管理工学科では，水と緑の豊かな大地・地域空間を創出

し管理していくための理論と技術について幅広い教育研究を

行っています。さらに，大地と水と緑の豊かで人間活動と調和

した地域空間を創出するとともに，それを管理（維持・保全・

修復など）するための理論と技術に関する広範囲な専門知識を

持ち，かつ国際化にも対応できる人材の育成をめざしています。

環境管理工学科の教育研究の理念は，以下のとおりです。

1. 地域空間の創出

人間活動と調和した大地と水と緑の豊かな地域空間を作り，

それを維持・保全・修復する理論と技術を習得します。

2. 自然循環の重視

多様に存在する土・水・植物を保全する基礎学や技術を学

び，それを基に豊かな地域環境を形成するための水循環，物質

循環並びに土地利用について知見を深めます。

3. 自然科学的・社会科学的アプローチの総合化

両者のアプローチを総合化することで，自然環境の適切な管

理と資源の持続的な利用に関する考え方を習得します。

学科の教育研究内容は，大きく自然環境管理学系，流域環境

管理学系，環境経営学系に分けられます。自然環境管理学系で

は，土壌科学と植物生態学，水生動物学を通して，複雑な自然環

境の仕組みを解明するとともに，その修復・保全・管理に向け

た教育研究に取り組んでいます。流域環境管理学系では，水循

環の仕組みや循環過程における水の適切な利用・制御・管理方

法について追求します。環境経営学系は，人間活動と自然環境

の接点である国土保全・地域開発・ライフスタイル創造などへ

社会科学的にアプローチし，持続的社会に向けた望ましい環境

管理・地域経営のあり方を探っています。

本学科の教育全体は，日本技術者教育認定機構（JABEE）か

ら農業工学関連分野（農業土木）で認定を受けており，本学科の

卒業生全員が JABEE 認定の教育プログラム修了生となりま

す。公務員関係の就職が多いのも本学科の特徴です。

水土里を整備し「農」を支える

愛媛大学・農学部・生物環境学科・地域環境工学コース

〒790-8566 愛媛県松山市樽味 3-5-7

（JR松山駅よりバスで25分，松山空港よりバスで45分)

E-mail：kobayashi.noriyuki.mu@ehime-u.ac.jp

愛媛大学 地域環境工学コースは，農村の生産環境と生

活環境を災害対策も含め，適切に整備，管理，保全する科

学技術を学び，グローバルな生物生態環境を持続的かつ快

適な状態にするための課題解決能力を身につけた人材を育

成します。また本コースには，そのスペシャリストを養成

する農業土木プログラム（JABEE認定）とジェネラリス

トを養成する環境工学プログラムがあります。

研究の内容は，大きく分けると「土」「水」「里」の3つ

に分類でき，農業土木のほぼ全ての分野を網羅していま

す。図に示した研究テーマはほんの一部です。詳しくは

QRコードで「愛媛大学 地域環境工学コース」のホーム

ページへ。

資格取得：技術士補・測量士補（農業土木

プログラム），教員免許（農業），学芸員

就職先：農林水産省，愛媛県，香川県，徳

島県，高知県，松山市，農業土木・土木コ

ンサルタント，ゼネコンなど。


